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(AX+BY) を効率よく実行するアルゴリズム (2 項乗算)を提案した。これにより乗算器を持たない
マイクロプロセッサのディジタル信号処理能力を倍増できた。



















(1) ディジタル信号処理の高速化の|詮路の 1 つであったAX+BY型の積和演算について，新しい演算ア
ルゴリズムとその VLSI 実現法を考慮して，高速信号処理フ。ロセッサの効果的な構成法を提案して
いる。
(2) 信号処理プロセッサのADPCMへの応用に関して CC 1 TT (国際電信電話諮問委員会〕におい
て世界標準として採用された新しいタンデム・アルゴリズムを提案し ADPCM と PCM方式を
交互に多段接続した場合にも，品質劣化を生じない信号処理方式を確立しているO
(3) AD P CM方式の処理にしばしば現れる， 2 の補数表現と符号/絶対値形式ならびに，固定小数点
処理とが混在する処理を効果的に実行できる，ビデオ信号処理用のADPCMコーティング・プロセッ
サを開発し，その機能の柔軟性と高速性を示している O
以上のように本論文は，高機能・高速信号処理方式とそのADPCMへの応用に関して多くの新しい
手法を導入し，その性能を画期的に向上させるなどの多くの重要な新知見を含み，情報・通信工学に寄
与する所が極めて大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものとして認める。
